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プーチン体制と大統領警護職種 
―連邦警護庁（FSO）に注目して― 

長谷川 雄之 防衛省防衛研究所研究員
1. 個人支配化と警護職種 

第 2 次ロシア・ウクライナ戦争の勃発を受けて，現代ロシア政治研究や比較政治学の領域では，個人支配体制の観点から
ロシアの政治変動を捉える試みが活発化している 1。かかる議論の中では，個人支配化の兆候として，新たな治安部門の創設
や軍の私兵集団化を通じたクーデター・大衆蜂起の抑止が指摘されており，第 2 次プーチン政権下における治安機関改革も，
この文脈で捉えられる 2。また，ロシア連邦憲法上の大統領権力に焦点を当てれば，2020 年憲法改革における「大統領任期
のリセット条項」や大統領退任後の不逮捕特権の付与を始めとする一連の身分保障制度の拡充は，政治体制の個人支配化
と連関する特筆すべき制度変更と言えよう。 

本稿は，かかる制度の担い手，すなわち要人の身辺警護を担う執行権力機関であるロシア連邦警護庁（FSO）を取り上
げる。FSO の組織的な特徴や政治アクター3としての警護職種を分析対象に設定し，個人支配体制における「体制維持装置」
としての側面に焦点を当てる 4。 
 

2. 連邦警護庁（FSO）とは何か 

2000 年以降のプーチン政権下における現代ロシア政治は，「シロヴィキ」の強い影響力に注目して説明される。一般に「シロ
ヴィキ」は，「軍・治安機関関係者」を指すが，彼らの所属する組織の構造は実に複雑である。連邦法「国防について」第 1 条
に定められた「連邦軍」，「その他軍」，「軍事組織」，「軍事機関」として，国防省・ロシア軍，防諜・諜報活動を担当する連
邦保安庁（FSB）及び対外諜報庁（SVR），警備実施部隊を有する内務省（MVD）及び国家親衛軍連邦庁
（Rosgvardia）のほか，民間防衛問題・緊急事態・災害復旧省（緊急事態省），連邦捜査委員会軍事捜査機関，
軍検察機関，連邦レベルの動員政策を担う大統領特別プログラム総局があり，連邦警護庁（FSO）も国防法第 1 条 6 項
に定められた「軍事機関」に含まれる 5。また，管財部門として大統領官邸・公邸や政府専用機等の管理を担う大統領総務局
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についても 6，警衛・警護警備という任務の特性に鑑みて，FSO との関係が極めて深く，「シロヴィキ」を構成する主要アクターの
一つと言えよう。 

FSO の歴史は，帝政期にまで遡ることができるが 7，本稿では紙幅の都合上，FSO 輸送部門の変遷に焦点を当て，警護
の歴史を簡単に振り返る。輸送部門として，プーチン大統領専用車の管理・運用を担っているのは，FSO 工務局輸送部特殊
任務ガレージ（GON）であるが，その前身は，1921 年 1 月 1 日に発足した人民委員会議・労働国防会議附属特殊任務
ガレージ（GON）である。GON は，1940 年に内務人民委員部第 1 部自動車輸送課隷下となり，GON の一部はスターリ
ン専属となる。第 2 次世界大戦後，GON は国家保安省第 2 警護局隷下となり，「小ガレージ（スターリン・ガレージ）」は国
家保安省第 1 警護局の隷下に入る。スターリン死後には，内務省第 9 局隷下，さらに KGB 第 9 局（警護担当）の隷下に
入り，ようやく組織的には安定期を迎える。1981 年 5 月には，KGB 第 9 局に車輌操縦手養成専門課程が公式に設置され
るなど，危機発生時における瞬時の回避操縦といった高度な操縦技術を教育する制度的枠組みも整備された 8。 

ソ連邦末期には，KGB 解体プロセスと並行して，警護部門においても複雑な機構改編が実施された。KGB 第 9 局の警護
任務は，ソ連邦大統領警護局が引継ぎ，さらに 1991 年にロシア連邦警護総局（GUO）が後継機関となって，GON は
GUO 第 8 局の隷下に入る。1996 年の組織改編によって現在の連邦警護庁（FSO）隷下となるが，この間，大統領保安
局（SBP）が独立した執行権力機関として存在するなど 9，FSBと同様に警護部門も組織再編に相当な時間を要し，2000
年代の第 1 次プーチン政権における治安機関改革を経て，制度的な安定期を迎える。 

2003 年に実施された治安機関改革では，連邦国境警備庁が連邦保安庁に吸収されるとともに，通信・情報網を使って
諜報・防諜活動を行う大統領直轄の連邦政府執行権力機関である大統領附属連邦政府通信・情報局（FAPSI）が廃止
され，その任務は連邦保安庁（FSB），対外諜報庁（SVR），連邦警護庁（FSO）にそれぞれ移管された 10。これに伴
い，FSO には新たな内部部局として，特殊通信・情報局（SSI）が設置された。 

表 1 に示した通り，FSO の機構は，長官官房や総務局，警護企画局（SOM），大統領保安局（SBP），特殊通
信・情報局（SSI）など 16 の内部部局と FSO アカデミーや大統領オーケストラなど 7 の機関から構成され 11，部隊の要員は
4～5 万人程度とされる 12。FSO は，要人警護や政府特殊通信の管理・運用，SSI を中核とした諜報・防諜活動，これらに
基づく社会調査の実施とプロダクトの作成など幅広い任務を遂行している。プロダクトの提供を通じて，プーチン大統領による最
高レベルの意思決定に関与し，そのプロセスではクレムリンへの影響力を巡って，FSO と FSB 高官らの激しい対立もあると言わ
れる 13。 

また FSO は，その任務の特性上，大統領の外遊先における政府特殊通信の管理・運用を始めとする執務環境の整備や
警護に関わるロジ対応を担っており，FSO がロシアの首脳外交に与える影響力も無視できない。さらに，2018 年 2 月には，
情報セキュリティ分野においても新たな権限を獲得するなど，FSO は活動の範囲を拡大させている 14。 

表 1：連邦警護庁（FSO）の法的地位と機構 15 

2004 年 8 月 7 日付大統領令第 1013 号（2023 年 5 月 17 日改訂）によって承認された「連邦警護庁規程」Ⅰ総則 
第 1 条：ロシア連邦警護庁は，その権限の範囲において国家の安全保障問題を所掌し，国家警護及び国家権力諸機関
に必要な通信（以下，特殊通信）の領域における国家政策の策定及び実施，法的規制，監督，及び監視に関するこ
と，並びに情報技術面及び情報分析面において，ロシア連邦大統領，ロシア連邦政府及びその他国家諸機関の活動の保
障（以下，国家機関特殊情報保証）に関することを実施する，国家警護分野における連邦執行権力機関である。 
連邦警護庁（FSO）の機構 
指導部  連邦警護庁長官，第 1 次長（1 名），次長 兼 国務書記官，次長 兼ねて特殊通信・情報局長（SSI），
次長 兼ねて大統領保安局長（SBP），次長，次長 兼ねてモスクワ・クレムリン警備司令（次長 5 名） 
内部部局・機関  長官官房，総務局，人材育成局，運用局，警護企画局（SOM），大統領保安局（SBP），特
殊通信・情報局（SSI），工学技術保障局，工務局，モスクワ・クレムリン警備司令官組織，動員部，人事部，法務
部，財務部，北カフカース連邦管区警護支局，大統領オーケストラ，FSO アカデミー，FSO スポーツクラブ等 
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3. 政治アクターとしての警護職種 

こうした FSOの任務に鑑みて，現職者・出身者を含む警護職種は，プーチン体制下の主要な政治アクターの一つに数えられ
る。警護職種のインナーサークルのうち，筆頭格に位置するのがゾーロトフ国家親衛軍連邦庁長官である。彼は 1970-90 年
代まで KGB 第 9 局に務め，1990 年代にはサンクト・ペテルブルクのサプチャーク市長，プーチン市政府第 1 副議長の警護を
担当し，民間警備会社勤務を経て，1999 年にプーチン首相の警護担当，2000 年から 2013 年まで FSO 次長 兼 大統
領保安局長を務めた 16。2013 年から内務省国内軍総司令官代理，内務第 1 次官 兼 国内軍総司令官などを経て，
2016 年 4 月の治安機関改革では，新設された国家親衛軍連邦庁長官の地位に就き 17，インナーサークルの中で急速に存
在感を高めた。また，ゾーロトフ長官の部下であるドゥーミン・トゥーラ州知事も 1996 年から 2013 年まで FSO 要員を務め，エ
リツィン大統領，チェルノムイルジン首相，プーチン大統領の警護を担当し，2013 年から GRU 次長，2015 年から 2016 年
にかけて国防次官を務めた人物である 18。2023 年 6 月の「ワグネルの反乱」では，ドゥーミン知事とゾーロトフ長官の上司と部
下の関係性のほか，ショイグ国防相，FSB 有力者との対立など「シロヴィキ」勢力の複雑な関係性が浮き彫りとなった 19。 

ウクライナ戦争下においても政治アクター間の権力闘争は激しく，警護職種は，その任務の特性とクレムリンの中で構築した
ネットワークを活用して，政策過程に影響を及ぼしているものと考えられる。 

また，中長期的なロシア政治の展望として，プーチン大統領が更なる身分保障制度の強化を図る可能性も否定できず，そ
の場合，警衛・警護警備から社会調査，情報セキュリティに至る広範な任務を通じた「体制維持装置」としての FSO の機能が
一層重視され，プーチン大統領の警護職種への依存度が高まるものと考えられる。 
 
※本稿に示された見解は，執筆者個人のものであり，日本政府あるいは防衛省の公式見解を示すものではない。なお，ウェ

ブサイトへの最終アクセス日は 2023 年 12 月 16 日である。 
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